
● CMのポイント

1） 浅田真央さんが初めて “ニュースキャスター” を演じる

2） 2020 年度までに文部科学省が順次実施するとしている 「英語教育改革」 について、浅田真央さんが語る

3） 子ども向け英会話教室 [ 教室数 ] [ 生徒数 ] No.1（※2） である ECC ジュニアが教材・カリキュラム改訂 （新学習法CLIL導入）
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【本件に関わる取材などプレス関連は、下記連絡先までお問い合わせ下さい】

株式会社 ECC　総合研究所・マーケティング本部 広告広報部　担当：東出　（受付：月～金 10：00 ～ 19：00）

Tel: 06-6352-0148　Fax:06-6352-0138　E-mail:  kouhou@ecc.co.jp 

　総合教育・生涯学習機関の株式会社 ECC（本社：大阪市北区、代表取締役社長：山口勝美）が運営する ECC ジュニアでは、2018 年 1 月 5 日（金）

から、浅田真央さんを起用した ECCジュニア生徒募集 CM「カリキュラム篇」「CLIL 篇」 のオンエアを開始いたします。今回の CM は浅田真央

さんが今まで演じたことのない “ニュースキャスター役” を初めて演じ、キャスターとして 2020 年の「英語教育改革」「ECC ジュニア 教材・

カリキュラム改訂」について視聴者に語りかけるものです。
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初めて“ キャスター役 ”を演じる浅田真央さんが、
2020年の「英語教育改革」について視聴者に語りかける

ECC ジュニア（※1）では、2020 年に実施される英語教育改革をうけて、カリキュラムを全面改訂します
2018 年 1 月 5 日（金）から全国でオンエア開始（※）page2 にメディアの方限定 先行公開 URL を記載しております

　「英語教育改革」とは、近年急速に進んできたグローバル化の進展の中で、英語力の重要性がより高まっていることをうけ、文部科学省が

2020年度までに順次開始するものです。これまでの英語教育の改革を経た更なる改善を目指しており、小・中・高等学校が連携し、一貫した

英語教育の充実・強化が求められています。また、英語の「聞く・話す（やり取り、発表）・読む・書く」の 4 技能を活用して実際のコミュニケーショ

ンを行う言語活動を一層重視しています。（※3）

　ECC ジュニアではこの流れを受けて、2018 年 4 月から教材・カリキュラムを大改訂します。カリキュラム改訂のポイントとして、授業に新

学習法「CLIL（クリル）」を導入します。

　浅田真央さんが初めて挑戦する“ニュースキャスター”の様子をご覧いただき、子ども向け英会話教室[教室数 ] [生徒数 ]  No.1であるECCジュ

ニアの教材・カリキュラム改訂の狙いやその想いを、ぜひ取材していただければと思います。

※「CLIL」「カリキュラム改訂」の詳細は page3 に記載しております

（※1）ECC ジュニアとは株式会社 ECC が運営する、幼児、小学生、中学生の英語・英会話教室サービスの名称です

（※3）文部科学省「今後の英語教育の改善・充実方策について　報告～グローバル化に対応した英語教育改革の五つの提言～」参照

（※2）2016 年度 主要 12 事業者における 14 歳以下を対象とした子ども向け英会話教室 教室数・生徒数　　( 株 ) 矢野経済研究所  調べ　2017 年 6 月現在

＜浅田真央さん出演＞ 新CM



2018 年 1 月 5 日

・カリキュラム篇　-15 秒 -　https://www.youtube.com/watch?v=xHpvo2BoJA4&feature=youtu.be

・CLIL 篇　-15 秒 -　https://www.youtube.com/watch?v=t8KILGsXJ-Q&feature=youtu.be

・ECCニュース篇　-30 秒 -　https://www.youtube.com/watch?v=aBUlj1Ro7cE&feature=youtu.be
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カリキュラム篇　15秒
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浅田さん）

2020 年。
英語教育改革、全面実施へ。

浅田さん）

新カリキュラム

浅田さん）

スタートします

母・息子）

英語を改革？

母・娘）

新カリキュラム？

NA）

「覚える」から
「考えて話す」英語へ。

浅田さん）

カチッ！

S.L.）

ECC ジュニア！

■下記 URL にて CM 動画をご覧いただけます。



2018 年 1 月 5 日

■株式会社 ECC
ECC は 1962 年創業以来、総合教育・生涯学習機関として様々な教育活動を展開。55 年にわたる実績と信頼を強みに持ち、外国語教

育市場でシェア No.1（※5）の企業です。幼児からシニア世代までそれぞれの目的を実現する独自のカリキュラムや教材を導入し、

確かな成果を生み出しています。語学教育を通じて、時代にあった “真の国際人” としての資質を兼ね備えた人材を育てることを

ECC の使命としています。 (※5）「語学ビジネス徹底調査レポート 2017」矢野経済研究所

※「英検」は、公益財団法人 日本英語検定協会の登録商標です

（※4）高校卒業の段階で、英語圏の大学等で学習できる英語力、あるいは仕事で英語が使える、国際交流言語として、コミュニケーションの道具として使いこなせる英語力をさします

【本件に関わる取材などプレス関連は、下記連絡先までお問い合わせ下さい】

株式会社 ECC　総合研究所・マーケティング本部 広告広報部　担当：東出　（受付：月～金 10：00 ～ 19：00）

Tel: 06-6352-0148　Fax:06-6352-0138　E-mail:  kouhou@ecc.co.jp 
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■教材 ・ カリキュラム改訂のおもなポイント

英検 ® 準 1 級取得、「世界標準の英語力」（※4）を身につけることに加え、
中学 3 年生では英検 ® 2 級取得、5000 語を習得、小学校 6 年間で 2600 語を学習

１） 高校卒業時の目標

「CLIL（クリル）」～内容言語統合型学習～を導入
「覚える英語」から「自分で考えて話す英語」に

２） 授業

復習中心から、「復習」「自学」「予習」へ

３） ホームワーク

■ＣＬＩＬ（クリル） とは？

■ＣＬＩＬで変わる英語学習のカタチ

　"Content and Language Integrated Learning（内容言語統合型学習）" の略称で、ヨーロッパを中心に広まっている外国語の学習方法です。

読み方や文法などの言語に関する知識だけを教えるのではなく、社会・理科や異文化理解といった分野の内容学習と言語学習の両方を統合し

て学びます。子どもたちの知的好奇心を刺激して日本語（母国語）も使いながら教科的な学習を行うことで、自分で考える『思考力』を高めながら、

楽しく英語を学ぶことができます。

・学習の動機が強まる

・4 技能を結びつけながら学習できる

・個々の学習スタイルに対応できる

・言語知識が定着しやすい

・言語の習得・向上意欲の動機づけができる

■導入のねらい 英語の “その先へ”

英語力はもちろんのこと、「思考力」「実践力」、そし

て「多様性の受容」「共生」といった 21 世紀を生き抜

く力の習得を目指します。


